
今後に向けた利用・研究開発観点からの論点

確度の高い未来

望ましい未来

ありうる未来

ChatGPT登場 APIの利活用 マルチモーダル化、小型・軽量化

望ましくない
未来

利用規制

日本語基盤モデル

著作権侵害

プライバシー侵害データ囲い込み

計算資源不足 人材不足

1-2年 3-4年先 5-10年先

情報通信以外の分野での積極的活用

科学技術における
利活用が進む

AI・データ駆動科学で
ノーベル賞級の発見

スタートアップ創出

巨大企業の寡占・独占
プロパガンダ・マインド
コントロールへの利用

身体性・自律性・汎用
性・状況理解・共感の
獲得など健全な進化

サイバー攻撃・
偽情報による社会混乱

日常生活への普及

ロボット・医療など
広い産業応用

● AIの望ましい未来シナリオ・リスク対応の両面から戦略を設計し、健全な進歩を目指す。

● 日本語基盤モデルの開発と原理解明を端緒に、AIの進化を促す知識基盤研究、そして、AI

の他の科学技術分野での活用へと繋げる一連の施策が必要。

● 計算リソースの確保、データ公平利用、国内産業の強化、人材育成が鍵になる。

ビジネス・DX改革

オープン化・透明性
原理・現象解明

活用差による格差拡大・バイアス電力不足
悪用
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